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景気対策「ヘリコプター・マネー」 

の効果とは 
  

 
最近、年初からの円高、株安で日本経済に陰
りがみえると言う声が出てきています。また、ア
ベノミクスでは脱デフレを掲げ、金融緩和政策
などを講じてきましたが、物価上昇は実現して
いません。識者のなかにはアベノミクスには限
界が来ている、万策尽きたと口にする人もいま
す。 そのような中、経済政策として注目を集
めているのが「ヘリマネ（ヘリコプター・マネ
ー）」です。これは、ヘリコプターからお金をば
らまくような政策であることから、このように名
づけられました。過去にもばらまき政策は行な
われましたが、専門家の間では、ヘリマネは
従来のばらまきとは一線を画するものであると
定義されています。では、違いはどこにあるの
でしょうか。 
 
 従来の財政政策では、国民に商品券を配る
場合、補正予算を組み、財源として赤字国債
を発行する、といったやり方が一つとしてあり
ます。あるいは、現在、日本銀行（日銀）が実
施している金融緩和のように、日銀が国債を
買い入れ、市場に資金を供給するといった金
融政策があります。 
 
 いずれも、従来の政策は返済（国債の償還
など）がともなうため、財政の負担が増える点
が特徴です。そして、将来の負担増があると、
国民はばらまき政策で手にしたお金を消費に
回さず、貯金してしまうといった問題が出てき
ます。 
 
 ヘリマネの特徴は、返済の期限がないところ
にあります。返済に関する心配が和らぐことか
ら、消費者の購買意欲が増し、需要拡大につ
ながるといったことが期待できます。結果、企

業は売上、そして利益を伸ばし、景気にプラスの効果
をもたらすということになります。 
 
これまでは、ばらまき政策を行なっても、将来の不安
が消えないと国民は貯金をしてしまい、お金が消費
に回らない、結果、景気刺激策としてうまく機能しない、
といった懸念がありました。ところが、ヘリマネは将来
の負担増を気にする必要がないから、これまでと比べ
て、大きな効果が出るのではないかという考えがあり
ます。ただ、返済の必要のない国債などあるのでしょ
うか。実は、日銀が保有する国債を無利子永久債に
してしまう、というやり方があります。永久債なので償
還期限がなく、返済しなければならないといった負担
が解消されます。 ただし、現在の法律では、簡単に
永久債は発行できないようになっています。また、ヘ
リマネに危険性がないわけではありません。というの
は、企業でいえば、永久債は、債務を資本に切り替
える、債務の株式化に近いものがあります。一般の人
から見ると、そこまで日本の財政は危機的な状況なの
か、といった印象を与えてしまいます。なにより、何度
も永久債の発行を繰り返していると、世の中に出回る
お金の量が増えるので、お金の価値が下がります。
いずれ、インフレが行き過ぎ、ハイパーインフレになる
可能性があります。そうなると、物価が上がりすぎてし
まい、庶民は生活に必要な物資なども買いにくくなり
ます。結果、国民の生活は苦しいものとなります。 
 
 ヘリマネを行なえば、脱デフレに関する効果は期待
できるのですが、いくら以上だと、インフレが行き過ぎ
るのか、データがありません。その為、ヘリマネを行な
うならば、政策の危険性を認識し永久債の発行回数
などの制限を設けたうえで実施する必要があります。 
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